


















































　UiTMにいる学生はすべてイスラム教徒で，女性と男性の割合が ３ 対 １ ぐらいで女性のほうが多かったで
す。最近ではISISなどでイスラム教徒に対して，怖いなというイメージを持っている人がいるかもしれませ
んが，そのようなことは全くなく，とても面倒見の良い優しい人たちです。慣れない海外での生活で僕たち
を何から何までサポートしてくれてとても感謝しています。
実習について
実習の服装
　実習ではスーツに白衣を羽織って，革靴をはいて実習を行っていました。現地の人に名前を覚えてもらう
のに自作の名札を作ってつけて行ってもいいと思います。
実習内容
　UiTMにはスンガイブローキャンパスとセラヤングキャンパスがあり，午前中はどちらかのキャンパスに
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あるクリニックで実習を行ったり，少人数によるチュートリアル行ったりしました。クリニックでは検査室，
採血室，診察室があり，現地の学生と一緒にそれぞれの部屋に分かれて，マレー語で行われる医師の診察を
見学し，後でそれについて学生が英語で説明してくれました。午後には，セミナーで現地の学生が決められ
たテーマで発表するのを見学していました。また，週一回CPC（clinical pathological conference）に参加し
たり，地方の病院へ行き，デング熱などの熱帯感染症についても勉強しました。セミナーやチュートリアル
も含めてすべての医学教育は英語で行われており，そのため英語で症候や疾患名は英語で分かるようにして
おくといいかなと思います。
観光について
　平日の午後や休日に様々なところに観光に連れて行ってもらいました。クワラルンプールのツインタワー
に行ったり，ハイキングに行ったり，夜の川に蛍を見に行ったり本当に楽しかったです。事前にガイドブッ
クなどを買っていきたいところを考えておくといいと思います。
マレーシアの注意事項
　実習を行うマレーシアのクワラルンプールはデング熱の流行地帯であり，現地の学生や先生も実際に罹患
している人もいるので注意が必要です。また，マレーシアは暑く，熱中症になる人が多く，水分をしっかり
とるなどの注意が必要です。それから，UiTMでは現地の学生が留学生をサポートする責任があり，何かあ
れば学生の責任となるそうなので，一人で行動せず，なるべく向こうの学生と一緒に行動するようするのが
良いと思います。
感想
　三週間という実習期間でしたが，とても楽しく瞬く間に時間が過ぎていきました。三週間で様々なところ
に連れて行ってもらい，マレーシアを堪能できてとてもよかったです。実習，観光，買い物など本当に何か
ら何まで現地の学生が面倒を見てくれて，本当に感謝してもしきれなかったです。また，実習では海外の医
療や医学教育がどのようなものであるかを知ることができてよかったと思います。マレーシアの学生は日本
よりも積極的に実習に臨んでおり，プレゼンテーションもうまく見習うことが多いなと感じました。本当に
選択制臨床実習に参加してよかったと思っており，このような機会を作ってくださった山城先生にはとても
感謝しております。海外での臨床実習に少しでも興味があるなら，絶対に後悔しないと思うので，是非マ
レーシアの臨床実習に参加してほしいです。来年も多くの人がマレーシアでの臨床実習に参加してくれるこ
とを願っております。
